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　　　　　　今月のレファレンス徹底解説！

Ｑ：ゴキブリの数え方の単位に「EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),頭)」を使うと聞いたが、それを確かめられる資料はあるか。
■辞典類

『数え方の辞典』（飯田 朝子／著　小学館　2004年）2階B1　R815.2/ｲ
「EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とう),頭)」という単位には、大形の動物を数える他に、大きさに関わらず、専門的・慣用的に、動物を数える用法があり、その一例として「人間にとって、脅威を与える生物」を数えるとしている。ここであげられている用例は「田を食い荒らすジャンボタニシ100頭」というもので、ゴキブリを数えるのにこの単位を使うかは明確ではない。
また、慣用的に蝶を「頭」で数えることに関連して、英語で生物の個体数を数えるのに、種類に関係なく“head”で数えるようになり、それを20世紀初頭に日本語に直訳(誤訳)したものが現代の日本語に定着した、という説を紹介している。
『絵でみるモノの数え方辞典』（山川 正光／著　誠文堂新光社　2004年）分館所蔵
蝶の数え方について、一般用語では一匹、学術用語では一頭(ただし、昆虫全般を指す)とある。

ここにも、明治のはじめに英文の博物学書を翻訳していた人がチョウの記述の中にヘッドと言う単語を見つけて直訳したと、上の辞典と同様の説が紹介されている。
『家屋害虫事典』（日本家屋害虫学会／編　井上書院　1995年）2階E2　R486.03/ｶ
ゴキブリの解説の中で、「卵鞘1個から約40頭の幼虫がふ化する」のように、個体数を「頭」で数えていることが確認できる。この資料では、他の虫についても「頭」で数えている。

『NHKことばのハンドブック　第2版』（NHK放送文化研究所／編　日本放送出版協会　2005年）

1階ポ77　810.36/ｴ
放送用語では蝶を数える助数詞は「匹」としており、専門家は頭を使うが放送では使わない、とある。蝶以外の虫の数え方には触れられていない。
■関連図書
『地獄蝶・極楽蝶』（今井 彰／著　築地書館　1992年）閉架書庫　486.8/ｲ
蝶を中心に、昆虫の数え方について書いた章がある。昆虫を数える「頭」は、明治期の『動物学雑誌』や『昆虫世界』等の雑誌で名和靖氏が初めて使ったとしている。蝶に限らず昆虫一般に対して使われたが、同時期に「匹」や「疋」も使われており、一定しないという。なぜ「頭」を使ったかについては、そのときの気分によったとか、「カッコイイ」表現と考えていたのでは、というだけで、はっきりした理由はわからないようだ。英語の head や one individual (個体) の訳からという説の他に、昆虫の体が頭・胸・腹に分かれることに注目して「頭」の呼び方をしたという説も紹介されている。
　　　　　　その他にもこんな質問がありました



Ｑ： 九州、特に福岡県の地域ごとの気風・気質について知りたい。

■統計資料

『九州データ・ブック　2004』（西日本新聞社広告局　2003年）2階C19　351.9/ｷ

九州人気質として、外向性、積極性の高さをあげている。各県人の気質についても述べており、福岡県はカラリとした明るさ、情熱的で小さなことにこだわらない気っぷのよさ、とある。筑前の剛毅、淡泊に対し筑後地方には北原白秋に代表されるような感受性の強さと粘り強い精神と創造力、と県内の地域性の違いにも言及している。

2000～2003年版にも同様の記述あり。
■九州地方、地方性関連
『県別日本人気質』（河出書房新社編集部／編集　河出書房新社　1983年）閉架書庫
福岡県民の基本的な性格として、海の彼方への憧れと進取の気性、黒田武士の剛毅な伝統、他国者を疎まず、人見知りをしないとある。また、明治以降に筑豊に生まれた激しい気性、筑後の粘りと工夫の気質などにも触れている。
『県民性の謎』（千石 涼太郎／著　朝日ソノラマ　1997年）閉架書庫
九州・沖縄の県民性が載っている。福岡県は、筑前は開放的で男性的、筑後は封建的だが都会的なスマートさもある、豊前は裏表のない陽気な性格、筑豊炭田地帯は人はいいが気性の荒い任侠系、博多はプライドが高く見栄っ張りとある。
『九州人　日本民族の一祖型』（毎日新聞社／編　毎日新聞社　1960年）閉架書庫
九州人の気質について、変化に富んだ九州の自然や、外来文化の玄関口となった地理的条件などから論じている。開放的で新しいものが好きな進取性と、権力に頭を下げがちな保守性という、一見矛盾する性格が同居するとしている。
『博多　町人が育てた国際都市』（武野 要子／著　岩波書店　2000年）1階ポ89　219.1/ﾀ/ﾌﾙｻﾄ
福岡が昔から「芸どころ」といわれることについて、博多町人は豪快でありながら口下手で、唄や踊りで心の内を表現したと説明している。また、中央志向性の強さや、あとに残さない、新しいものを好む点も福博の特徴としている。


Ｑ： 福岡市の家賃の変動がわかる資料はあるか。
■統計資料
『小売物価統計調査年報　平成22年』（総務省統計局／編集　日本統計協会　2011年）
2階C16　R337.85/ｺ

県庁所在地および人口15万以上の市の1か月3.3㎡(1坪)あたりの月別と年平均家賃がわかる。民営借家、公的住宅等の項目に分けられている。当館は昭和50年版から所蔵している。

『小売物価統計調査20年報　全国66都市（昭和36年～55年）』（同　1983年）閉架書庫　R337.85/ｺ

『小売物価統計調査10年報　全国72都市（平成3年～12年）』（同　2005年）2階C16　R337.85/ｺ

この2資料も、都市別年平均家賃が分かる。

以上の資料から家賃の変動を追うことができる。民営借家の1か月3.3㎡あたりの平均家賃は、平成4年が3,619円、平成14年が4,828円となっている。
『不動産経済統計　都道府県版2004年』（日本不動産研究所　2004年）2階C3　R673.9/ﾌ/ﾋﾞｼﾞﾈｽ2

昭和30年から平成2年まで5年おき、平成７年から15年までは毎年の、県庁所在地の民営賃貸住宅の1か月3.3㎡あたりの年平均家賃が掲載されている。

■インターネット
『小売物価統計調査10年報』は下記で閲覧可能。

「政府統計の総合窓口e-stat」【 http://www.e-stat.go.jp/】

＞主要な統計から探す＞小売物価統計調査
Ｑ： 箱根の寄木細工について書かれた資料はあるか。
■百科事典

『日本大百科全書　23　2版　もね-りこ』（小学館　1994年）2階C1　R131/ﾆ
寄木細工の項目に「装飾技法の一つで、木材の色や木目の違った多数の小片または

木版を、おもに幾何学的な図案によっていろいろな模様や形に配列し、これをほか

の木版の上に貼り付けたり、埋め込んだりする細工。箱根細工が有名」とある。
■工芸関連

『木竹工芸の事典』（柳 宗理／[ほか]編集　朝倉書店　1985年）2階B18　754/ﾓ/　

寄木細工の歴史や加工工程、模様について記載あり。箱根細工の起源は江戸時代末期、弘化年代（1844～1848年）というが、箱根地方では、もともと豊かな樹木を利用した挽物加工（ろくろで挽いて作ること）が行われていた。北条氏がそれらの工人を保護する政策をとったので、各地の木地師が集まった。ここで作られた指物（木を組み合わせた工作物）に寄木を使って加飾することを考案したのは駿府の石川仁兵衛という。昭和12（1937）年ごろ黄金期を迎え、模様の種類は60種を超えていたとある。箱やネクタイピン、建物床材まで寄木細工で加飾される製品の種類も多様である。

『箱』（郷家 忠臣／著　毎日新聞社　1987年）2階B18　754/ｺﾞ
箱型の玩具に「秘密箱」がある。蓋をあけるのに手間がかかる構造になっている。その外面には、寄せ木細工でつくった薄板を貼って装飾している。箱根細工の一つとしての土産物である、と紹介あり。
■日本史関連

『人づくり風土記　14　神奈川』（加藤 秀俊／[ほか]編纂　農山漁村文化協会　1987年）2階B11　210.5/ﾋ

箱根寄木細工の歴史や、技法について説明あり。この技法は、江戸時代末期に箱根町畑宿に住む石川仁兵衛（寛政2年=1790～寛永3年=1850）によって創作された、とある。そのほか、木地師「亀吉」や名人「為次郎」など江戸から明治にかけて箱根細工を育てた人の紹介や、考案された挽物玩具についても記載あり。文政3年（1820年）に来日したオランダの日本学の学者フィッセルが記した『参府紀行』に、箱根宿の湯本で寄せ木細工を購入した記述があることも紹介されている。


Ｑ： 「阿蘇4」と呼ばれる9万年前の阿蘇山の噴火について知りたい。
■百科事典をひいてみる

『日本大百科全書　1　2版　あ-あん』（小学館　1994年）2階C1　R031/ﾆ
阿蘇山は熊本・大分両県にまたがる活火山。世界無比のカルデラをもつ。カルデラは南北約２５キロ、東西約１７キロ、面積約３５０平方キロメートルで内側には５万余人が居住する。この巨大なカルデラは地域に群立していた火山の大噴火によってできたとある。

■地学関連の資料を確認する

『九州の火山』（高橋正樹・小林哲夫／編　築地書館　1999年）1階ポ89　453.82/ｷ/ﾌﾙｻﾄ
約２７万年前に現在のカルデラの内側で噴火がはじまり、これが阿蘇火山の誕生とある。大規模な火砕流の噴出は約９万年前までに４回あり、４回目の噴火を「阿蘇４」と呼ぶ。「阿蘇４」は大変巨大で、火砕流は南側を除くすべての方角で九州島の海岸にたっしており、堆積物はさらに海をへだてた島原半島、天草下島、山口県宇部市などにも分布したとある。各火砕流の噴出後にはカルデラと中央火口丘ができたとある。

■雑誌記事を探す

『科学朝日　1995年1月号』（朝日新聞社）閉架書庫
「阿蘇４火砕流埋没林　８万年前とは思えぬ生々しさで・佐賀八藤遺跡」として、佐賀県三養基郡上峰町の八藤古墳で、「阿蘇４」の火砕流でなぎ倒され、焼かれた森林のあとがみつかったという記事。樹木はいずれも激しい熱をおびた痕跡を残していたとある。八藤遺跡は吉野ヶ里遺跡の東北東4.5キロにあり、阿蘇カルデラの中心からは８０キロ離れている。雲仙普賢岳火砕流の１００万倍以上と言われる「阿蘇４」の威力がわかるとある。


　　2012年ノーベル文学賞は莫言に決定！


　今年のノーベル文学賞を受賞した中国人の作家 莫言（Mo Yan ばくげん）は、ここ福岡市と深い縁があるのをご存知でしょうか？
1989年福岡市において「アジア太平洋博覧会～よかトピア」が開催されました。翌年その精神を継承し「福岡アジアマンス」がスタート。中心事業として「福岡アジア文化賞」が創設されました。その「第17回福岡アジア文化賞」の大賞受賞者が莫言で2006年表彰式出席のために来福しています。

贈賞理由は、「莫言は現代中国文学を代表する作家で、中国の都市と農村の現実を独特のリアリズムと幻想的な方法によって描いた作品は、アジアの文学を未来に牽引しており、現代中国文学のみならず、アジアそして世界の文学の旗手となっている。」ことによります。
　福岡市総合図書館には、莫言の中国語書はもちろん日本語に訳された図書を多数所蔵（貸出可）しています。また、2階にある福岡アジア文化賞コーナー (A26)には莫言が受賞時に寄付した図書（閲覧のみで貸出不可）も展示しています。この機会にぜひお手にとってご覧下さい。

所蔵図書
（中国語書）所蔵棚　2階A17、A18　　2階A26

『紅高粱家族』『白棉花』『酒国』『懐抱鮮花的女人』『豊乳肥臀』『檀香刑』『四十一炮』『蛙』

『生死疲労』など多数

（和書）1階ポピュラー　分館など

『赤い高粱』『花束を抱く女』『酒国』『豊乳肥臀』『至福のとき』『白檀の刑』『四十一炮』『牛・築路』『白い犬とブランコ』『転生夢現』『蛙鳴』『中国の村から』など多数

　【莫言氏　略歴】

　　本名　管謨業　1955年山東省高密県（現在は県級市）に農民の子として生まれ、現在も同市に住む。高密市は農工業が盛んな人口約86万人の小都市。幼少年期に文化大革命がおこり小学校中退。牛飼いや農業手伝い、工場の臨時工などを経て76年人民解放軍入隊（97年離隊）。80年代から郷土をテーマに執筆活動を始める。86年『紅高粱』（邦題『赤い高粱』は張芸謀監督により映画化され、88年ベルリン映画祭でグランプリ受賞）で作家として不動の地位を確立。「莫言」の名前を世界に知らしめた。2011年、長編小説『蛙』で第8回茅盾文学賞受賞。中国人作家の中でもっともノーベル賞に近いと称されていた。フランス、イタリア、アメリカ等の国際文学賞多数受賞。2012年10月「幻想的リアリズムで民話と歴史、現代を融合させた」としてノーベル文学賞受賞。

　【福岡アジア文化賞】URL　fukuoka-prize.org/
福岡アジア文化賞とは、アジア文化の保存と創造に貢献し、世界に対してアジア文化の意義を示した個人又は団体を、学術研究又は芸術・文化の分野から顕彰する賞。受賞区分には大賞、学術研究賞、芸術･文化賞、創設特別賞がある。




１年をふり返って…　　　　　　　　　　
みなさんにとって今年はどのような１年だったでしょうか。心に響く本との出合いはありましたか？

忙しい師走かと思いますが、１年の締めくくりに読書はいかがでしょう。

2012年１２月28日（金）～2013年１月４日（金）まで図書館はお休みとなります。本の貸出や返却、予約本の受け取り等にご注意ください。

本年も図書館をご利用いただき、ありがとうございました。どうぞよいお年をお迎えください。
レファレンスだより





福岡市総合図書館


図書サービス課　相談係


092-852-0632








　　　　　レファレンス・サービスとは、情報を求めて来られた利用者に対して、図書館の資料等を活用して、必要としている情報を探すお手伝いをするサービスのことで


す。法律相談や物品鑑定などといったお答えできない質問もあり


ます。また、質問によっては回答に日数がかかるもの、資料や情


報が提供できない場合もありますのでご了承ください。





■レファレンス受付件数（2012年9月分）
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※　棚番号は総合図書館のものです。本によっては、分館も含めて複数冊所蔵しているものがあります。





模様「変り鱗」
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